
 

 

 

令和６年７月２９日（月）、学生の将来の職業選択の参考にしてもらうことを目的に、市役所の若手職

員との交流会を開催しました。 

高校生・大学生と職員計８人が参加。商工振興課、防災安全課、都市住宅課などの職員が、学生からの

質問に応える形で、業務内容や中津川市で働く魅力、職場環境についてお話しました。 

学生からは、「どうして市役所に入ったんですか」「働いていて大変なことはありますか」といった質問

があがり、時々笑い声も聞かれる和やかな雰囲気の交流会となりました。 

どの参加者からも、単に「公務員は安定しているから」などの理由ではなく、それぞれの興味のある分

野で地域に貢献していきたいという思いが伝わってきて、職員のからもそれに応えるように自身の経験

や仕事のやりがいについてお話していました。 

普段目にすることの多い窓口対応だけではなく、災害対応やイベント運営など、様々な視点で市役所の

仕事や市の魅力について知ってもらうことができました。 

参加した学生からは、「地元で働いている人がどんな人で、どんな仕事をしているのか理解することが

できた」「飾らない声が聞けて、若手職員の方々の雰囲気が感じられたのでよかった」といった感想があ

りました。 

  

 

 

 

 

 

域学連携の拠点施設「coagari」では、職業講話や学習会など、地域の方々と交流しなが

ら、将来の職業選択の一助になるような企画を開催しています。こんな職業について知りた

い！こんな話が聞きたい！というリクエストがありましたら、いつでもご連絡ください。 

【coagari 交流会】「市役所若手職員とのゆるい交流会」を開催しました！ 


